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運用報告書（全体版） 

米国バンクローン・オープン 
＜為替ヘッジなし＞ 
（毎月決算型） 

 

 
 

第 97期（決算日：2022年６月20日） 

第 98期（決算日：2022年７月20日） 

第 99期（決算日：2022年８月22日） 

第100期（決算日：2022年９月20日） 

第101期（決算日：2022年10月20日） 

第102期（決算日：2022年11月21日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「米国バンクローン・オープン＜

為替ヘッジなし＞（毎月決算型）」は、去る11月21日

に第102期の決算を行いましたので、法令に基づいて

第97期～第102期の運用状況をまとめてご報告申し上

げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（バンクローン） 

信 託 期 間 2024年５月20日まで（2014年５月27日設定） 

運 用 方 針 

主として円建ての外国投資信託であるウエスタン・
アセット・米国バンクローン（オフショア）ファン
ド－ＪＰＹ アンヘッジド・クラスの投資信託証券
への投資を通じて、米ドル建ての米国企業向けバン
クローン（貸付債権）等を中心に実質的な投資を行
い、利子収益の確保および値上がり益の獲得をめざ
します。 
当該外国投資信託においては、米国企業が発行する
米ドル建てのハイイールド債券等にも投資を行い
ます。 
なお、証券投資信託であるマネー・マーケット・マ
ザーファンドの投資信託証券への投資も行います。 
円建ての外国投資信託への投資は高位を維持する
ことを基本とします。 
実質的な組入外貨建資産については、原則として為
替ヘッジを行いません。 
投資対象とする円建外国投資信託の運用は、ウエス
タン・アセット・マネジメント・カンパニー・エル
エルシーが行います。 
円建外国投資信託等への投資にあたり、ウエスタ
ン・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を
受けます。 

主要運用対象 

米国バンクローン・ 
オ ー プ ン 
＜為替ヘッジなし＞ 
（ 毎月 決算 型） 

ウエスタン・アセット・米国バンクロー
ン（オフショア）ファンド－ＪＰＹ ア
ンヘッジド・クラスおよびマネー・
マーケット・マザーファンドの投資信
託証券を主要投資対象とします。 

ウ エ ス タ ン ・ 
ア セ ッ ト ・ 
米国バンクローン 
（ オ フ シ ョ ア ） 
ファンド－ＪＰＹ 
アンヘッジド・クラス 

米ドル建ての米国企業向けバンク
ローン等を主要投資対象とします。 

マ ネ ー ・ 
マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対象と
します。 
外貨建資産への投資は行いません。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額
は、基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社
が決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
には分配を行わないことがあります。なお、第３計
算期末までの間は、収益の分配は行いません。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-252053-0000-20221121◇ 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　おかげさまで、当ファンドは2022年11月21日
に決算を行いました。ここに当作成期の運用状況
をご報告申し上げます。

■運用のポイント
　それでは、当作成期の運用で主眼に置いたポイ
ントをご説明させていただきます。

・より慎重な銘柄選択

　バンクローンのスプレッドは比較的魅力的であ
り、デフォルト率は過去の平均を下回る水準で推
移すると予想しました。また、主に新型コロナウ
イルスのパンデミック後の経済再開により回復途
上にあるセクターから銘柄を慎重に選択しました。

・環境を見極め、リスク度合いを調整

　当作成期中前半は、米国の順調な経済環境を踏
まえ、ＢＢ格及びＢ格の比率を高め比較的積極的
な運用を行いました。しかしながら、当作成期後
半にバンクローン市場が成長見通しの低下と景気
後退懸念を織り込む中で、ＢＢＢ格を中心とした
比較的慎重なポートフォリオの構築を行いました。
セクターでは、金融および非景気循環消費財セク
ター、運輸などを積極姿勢としました。一方で、
化学、通信、住宅関連など、一部セクターに関し
ては慎重な姿勢を継続しました。

■投資環境見通しと今後の運用方針
　投資環境はインフレ率の上昇によって依然とし
て逆風が吹いており、投資環境の改善と安定には
インフレ率上昇のスピード鈍化が鍵となると見て
います。世界の主要な中央銀行が金融引き締めを
実施しており、インフレ圧力は2023年にかけて低
下すると予想しています。国債利回りの上昇が沈
静化するだけでなく、足下のバリュエーションか
ら見てボラティリティが低下すれば、スプレッド
セクターは再び注目されると考えています。
　バンクローン市場のファンダメンタルズは資金
調達コストの上昇と経済成長の鈍化に伴い強固な
水準からは低下すると予想される一方、バンク
ローンのバリュエーションは足下割安な水準にあ
ると見ています。また、市場での比較的低水準な
新規発行やローン担保証券（ＣＬＯ）からの安定
した需要はサポート材料です。今後の投資戦略に
ついては、企業が保有資産に対する十分な担保を
保持しているかどうか、また強固で継続的な
キャッシュフローを生み出せるかどうか、といっ
た観点等に着目し、慎重な銘柄選択に努めます。
セクター別では新型コロナウイルスのパンデミッ
クによる落ち込みからの回復途上である消費者関
連セクターへ積極姿勢とする一方、化学、通信、
住宅等のセクターに対しては消極姿勢とする方針
です。

ウエスタン・アセット・マネジメント・カンパニー・エルエルシー
ポートフォリオ・マネージャー
ライアン・コーハン

上記は、ウエスタン・アセット・マネジメント・カンパ
ニー・エルエルシーの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信
が作成したものです。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
 73期(2020年６月22日) 6,276 50 2.3 － － 99.1 17,944 

 74期(2020年７月20日) 6,243 50 0.3 － － 99.1 17,732 
 75期(2020年８月20日) 6,193 50 0.0 － － 99.1 17,502 
 76期(2020年９月23日) 6,131 50 △0.2 － － 99.0 17,155 
 77期(2020年10月20日) 6,142 30 0.7 － － 99.1 17,009 
 78期(2020年11月20日) 6,067 30 △0.7 － － 99.1 16,574 
 79期(2020年12月21日) 6,086 30 0.8 － － 99.1 16,436 
 80期(2021年１月20日) 6,158 30 1.7 － － 99.4 16,368 
 81期(2021年２月22日) 6,254 30 2.0 － － 99.2 16,256 
 82期(2021年３月22日) 6,405 30 2.9 － － 99.1 16,309 
 83期(2021年４月20日) 6,360 30 △0.2 － － 99.1 15,990 
 84期(2021年５月20日) 6,365 30 0.6 － － 99.0 15,852 
 85期(2021年６月21日) 6,456 30 1.9 － － 99.1 15,851 
 86期(2021年７月20日) 6,381 30 △0.7 － － 99.1 15,435 
 87期(2021年８月20日) 6,383 30 0.5 － － 99.1 15,312 
 88期(2021年９月21日) 6,408 30 0.9 － － 99.1 15,219 
 89期(2021年10月20日) 6,645 30 4.2 － － 99.1 15,318 
 90期(2021年11月22日) 6,597 30 △0.3 － － 99.0 14,752 
 91期(2021年12月20日) 6,544 30 △0.3 － － 99.1 14,426 
 92期(2022年１月20日) 6,599 30 1.3 － － 99.1 14,396 
 93期(2022年２月21日) 6,575 30 0.1 － － 99.1 14,189 
 94期(2022年３月22日) 6,705 30 2.4 － － 99.1 14,474 
 95期(2022年４月20日) 7,293 30 9.2 － － 99.0 16,117 
 96期(2022年５月20日) 6,977 30 △3.9 － － 99.0 15,222 

 97期(2022年６月20日) 7,283 30 4.8 － － 99.1 15,698 

 98期(2022年７月20日) 7,348 30 1.3 － － 99.0 15,651 
 99期(2022年８月22日) 7,463 30 2.0 － － 99.1 15,583 
100期(2022年９月20日) 7,705 30 3.6 － － 98.9 15,858 
101期(2022年10月20日) 7,916 30 3.1 － － 98.9 16,582 
102期(2022年11月21日) 7,418 30 △5.9 － － 99.1 15,265 

 
（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第97期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2022年５月20日 6,977 － － － 99.0 

５月末 6,954 △0.3 － － 99.0 

(期  末)      

2022年６月20日 7,313 4.8 － － 99.1 

第98期 

(期  首)      

2022年６月20日 7,283 － － － 99.1 

６月末 7,316 0.5 － － 99.4 

(期  末)      

2022年７月20日 7,378 1.3 － － 99.0 

第99期 

(期  首)      

2022年７月20日 7,348 － － － 99.0 

７月末 7,233 △1.6 － － 99.1 

(期  末)      

2022年８月22日 7,493 2.0 － － 99.1 

第100期 

(期  首)      

2022年８月22日 7,463 － － － 99.1 

８月末 7,537 1.0 － － 99.0 

(期  末)      

2022年９月20日 7,735 3.6 － － 98.9 

第101期 

(期  首)      

2022年９月20日 7,705 － － － 98.9 

９月末 7,656 △0.6 － － 99.7 

(期  末)      

2022年10月20日 7,946 3.1 － － 98.9 

第102期 

(期  首)      

2022年10月20日 7,916 － － － 98.9 

10月末 7,800 △1.5 － － 99.2 

(期  末)      

2022年11月21日 7,448 △5.9 － － 99.1 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

運用経過
第97期～第102期：2022年５月21日～2022年11月21日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛
純資産総額：右目盛

第 97 期首 6,977円
第102期末 7,418円
既払分配金 180円
騰 落 率 8.9％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ8.9％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

利子収入を獲得したこと等が基準価額の上昇要因となりました。
米ドルが対円で上昇したこと等が基準価額の上昇要因となりまし
た。

上昇要因

一部のバンクローンの価格が下落したこと等が基準価額の下落要
因となりました。
信託報酬等の運用上の費用を計上したこと等が基準価額の下落要
因となりました。

下落要因

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

第97期～第102期：2022年５月21日～2022年11月21日

投資環境について

バンクローン市況
米国バンクローン市況は上昇しました。
米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による
急速な金融引き締めが企業収益の圧迫に
繋がるとの懸念等から投資家のリスク回
避姿勢が強まったこと等がマイナス要因
となりました。一方、2022年７月以降の
米国インフレ率の上昇鈍化等を受けて、
ＦＲＢによる利上げペースが鈍化すると
の観測等から投資家のリスク回避姿勢が
後退する局面があったことや、好調な企
業決算を受けた米国株式市場の上昇によ
り市場のリスクセンチメントが上向いた
局面があったこと等がプラス要因となり
ました。

為替市況
米ドルは対円で上昇しました。
米国のインフレ率が高止まりするなかＦ
ＲＢによる金融引き締めが行われた一方、
日銀は緩和的な金融政策を継続したこと
等から、米ドルは対円で上昇しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調
整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、足
下のコール・レートは－0.072％となり
ました。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

米国バンクローン・オープン＜為替
ヘッジなし＞（毎月決算型）
円建ての外国投資信託であるウエスタ
ン・アセット・米国バンクローン（オフ
ショア）ファンド－ＪＰＹ アンヘッジ
ド・クラスを高位に組み入れた運用を行
いました。また、マネー・マーケット・
マザーファンド投資信託証券を一部組み
入れた運用を行いました。

ウエスタン・アセット・米国バンク
ローン（オフショア）ファンド－
ＪＰＹ アンヘッジド・クラス
主に米ドル建ての米国企業向けバンク
ローンを高位に組み入れ、米国企業が発
行する米ドル建てのハイイールド債券等
を一部組み入れました。
投資戦略については、格付配分では、比
較的慎重なポートフォリオの構築を行い、
ＢＢ格とＢ格相当への投資比率をそれぞ
れ40％強程度としました。また、セク
ター配分では、通信セクター等への投資
比率を低位で維持しました。一方、一般
消費財セクターや生活必需品セクター等
への投資比率を高位で維持しました。

マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第97期

2022年５月21日～
2022年６月20日

第98期
2022年６月21日～
2022年７月20日

第99期
2022年７月21日～
2022年８月22日

第100期
2022年８月23日～
2022年９月20日

第101期
2022年９月21日～
2022年10月20日

第102期
2022年10月21日～
2022年11月21日

当期分配金
（対基準価額比率）

30
（0.410％）

30
（0.407％）

30
（0.400％）

30
（0.388％）

30
（0.378％）

30
（0.403％）

当期の収益 30 30 30 30 30 30

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 455 480 508 532 562 593

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

米国バンクローン・オープン＜為替
ヘッジなし＞（毎月決算型）
円建て外国投資信託への投資を通じて、
主に米ドル建ての米国企業向けバンク
ローン等に実質的な投資を行うほか、米
国企業が発行する米ドル建てのハイイー
ルド債券等にも投資を行います。また、
一部マネー・マーケット・マザーファン
ド投資信託証券の組み入れを維持します。

ウエスタン・アセット・米国バンク
ローン（オフショア）ファンド－
ＪＰＹ アンヘッジド・クラス
今後の投資戦略については、企業が保有
資産に対する十分な担保を保持している
かどうか、また強固で継続的なキャッ
シュフローを生み出せるかどうか、と
いった観点等に着目し、慎重な銘柄選択
に努めます。

マネー・マーケット・マザーファンド
今後も日銀による金融緩和政策が継続す
ると想定されることから、短期金利は引
き続き低位で推移すると予想しています。
以上の見通しにより、コール・ローン等
への投資を通じて、安定した収益の確保
をめざした運用を行う方針です。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

2022年５月21日～2022年11月21日

１万口当たりの費用明細

項目
第97期～第102期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 47 0.627 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (16) (0.220) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (29) (0.390) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.017) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 47 0.629

作成期中の平均基準価額は、7,458円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.85％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.85

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.24

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.52

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.09

総経費率
1.85％

当ファンド
1.24％

投資先
ファンド
0.61％

運用管理費用
（投信会社）
0.43％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

運用管理費用
0.52％

運用管理費用以外
0.09％

その他費用
0.00％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2022年５月21日～2022年11月21日) 

 

 

銘 柄 
第97期～第102期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ウエスタン・アセット・米国バンクローン（オフショア） 
ファンド－ＪＰＹ アンヘッジド・クラス 

123 1,060,108 194 1,659,830  
 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月21日～2022年11月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年11月21日現在) 

 

銘 柄 
第96期末 第102期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 
ウエスタン・アセット・米国バンクローン（オフショア） 
ファンド－ＪＰＹ アンヘッジド・クラス 

1,861 1,790 15,131,757 99.1 

合 計 1,861 1,790 15,131,757 99.1 
 
（注） 比率は米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第96期末 第102期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 8,124 8,124 8,271 
 
 
 

 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2022年11月21日現在) 

項 目 
第102期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 15,131,757 98.0 

マネー・マーケット・マザーファンド 8,271 0.1 

コール・ローン等、その他 306,528 1.9 

投資信託財産総額 15,446,556 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第97期末 第98期末 第99期末 第100期末 第101期末 第102期末 

2022年６月20日現在 2022年７月20日現在 2022年８月22日現在 2022年９月20日現在 2022年10月20日現在 2022年11月21日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 15,818,855,892   15,828,434,425   15,673,621,387   15,969,735,668   16,725,403,522   15,446,556,311   

 コール・ローン等 250,206,324   243,034,375   228,465,881   185,312,114   311,925,412   306,527,260   

 投資信託受益証券(評価額) 15,560,376,943   15,497,587,425   15,436,882,881   15,689,240,929   16,405,205,485   15,131,757,238   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 8,272,625   8,272,625   8,272,625   8,272,625   8,272,625   8,271,813   

 未収入金 －   79,540,000   －   86,910,000   －   －   

(B) 負債 120,150,124   176,732,681   89,730,706   110,916,462   142,970,324   181,023,098   

 未払収益分配金 64,666,622   63,899,883   62,643,521   61,744,211   62,845,522   61,733,362   

 未払解約金 39,133,005   96,917,073   9,861,619   33,593,292   63,715,693   101,802,417   

 未払信託報酬 16,306,668   15,873,304   17,179,680   15,537,209   16,364,895   17,440,106   

 未払利息 356   103   84   328   586   717   

 その他未払費用 43,473   42,318   45,802   41,422   43,628   46,496   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 15,698,705,768   15,651,701,744   15,583,890,681   15,858,819,206   16,582,433,198   15,265,533,213   

 元本 21,555,540,894   21,299,961,009   20,881,173,699   20,581,403,729   20,948,507,507   20,577,787,362   

 次期繰越損益金 △ 5,856,835,126   △ 5,648,259,265   △ 5,297,283,018   △ 4,722,584,523   △ 4,366,074,309   △ 5,312,254,149   

(D) 受益権総口数 21,555,540,894口 21,299,961,009口 20,881,173,699口 20,581,403,729口 20,948,507,507口 20,577,787,362口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,283円 7,348円 7,463円 7,705円 7,916円 7,418円 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第97期 第98期 第99期 第100期 第101期 第102期 

2022年５月21日～ 
2022年６月20日 

2022年６月21日～ 
2022年７月20日 

2022年７月21日～ 
2022年８月22日 

2022年８月23日～ 
2022年９月20日 

2022年９月21日～ 
2022年10月20日 

2022年10月21日～ 
2022年11月21日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 119,287,960   125,556,634   127,292,966   113,006,790   127,574,942   141,821,922   

 受取配当金 119,292,673   125,559,324   127,294,539   113,013,144   127,584,428   141,833,311   

 受取利息 －   56   －   －   48   －   

 支払利息 △        4,713   △        2,746   △        1,573   △        6,354   △        9,534   △       11,389   

(B) 有価証券売買損益 621,035,305   93,506,643   192,538,816   460,237,872   391,468,223   △1,085,166,208   

 売買益 627,714,902   95,972,873   195,698,232   466,555,131   392,637,687   14,140,211   

 売買損 △    6,679,597   △    2,466,230   △    3,159,416   △    6,317,259   △    1,169,464   △1,099,306,419   

(C) 信託報酬等 △   16,350,141   △   15,915,622   △   17,225,482   △   15,578,631   △   16,408,523   △   17,486,602   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 723,973,124   203,147,655   302,606,300   557,666,031   502,634,642   △  960,830,888   

(E) 前期繰越損益金 △5,472,480,791   △4,735,973,381   △4,503,567,375   △4,181,588,976   △3,624,124,774   △3,108,080,976   

(F) 追加信託差損益金 △1,043,660,837   △1,051,533,656   △1,033,678,422   △1,036,917,367   △1,181,738,655   △1,181,608,923   

 (配当等相当額) (    810,714,202)  (    802,273,650)  (    786,644,381)  (    777,150,037)  (    806,152,865)  (    795,043,274)  

 (売買損益相当額) (△1,854,375,039)  (△1,853,807,306)  (△1,820,322,803)  (△1,814,067,404)  (△1,987,891,520)  (△1,976,652,197)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △5,792,168,504   △5,584,359,382   △5,234,639,497   △4,660,840,312   △4,303,228,787   △5,250,520,787   

(H) 収益分配金 △   64,666,622   △   63,899,883   △   62,643,521   △   61,744,211   △   62,845,522   △   61,733,362   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △5,856,835,126   △5,648,259,265   △5,297,283,018   △4,722,584,523   △4,366,074,309   △5,312,254,149   

 追加信託差損益金 △1,043,660,837   △1,051,533,656   △1,033,678,422   △1,036,917,367   △1,181,738,655   △1,181,608,923   

 (配当等相当額) (    810,714,202)  (    802,273,650)  (    786,644,381)  (    777,150,037)  (    806,152,865)  (    795,043,274)  

 (売買損益相当額) (△1,854,375,039)  (△1,853,807,306)  (△1,820,322,803)  (△1,814,067,404)  (△1,987,891,520)  (△1,976,652,197)  

 分配準備積立金 171,878,783   221,655,827   274,957,399   317,860,229   373,248,817   426,912,552   

 繰越損益金 △4,985,053,072   △4,818,381,436   △4,538,561,995   △4,003,527,385   △3,557,584,471   △4,557,557,778   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 21,818,155,247円 

作成期中追加設定元本額 1,131,093,224円 

作成期中一部解約元本額 2,371,461,109円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.7418円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は5,312,254,149円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2022年５月21日～ 
2022年６月20日 

2022年６月21日～ 
2022年７月20日 

2022年７月21日～ 
2022年８月22日 

2022年８月23日～ 
2022年９月20日 

2022年９月21日～ 
2022年10月20日 

2022年10月21日～ 
2022年11月21日 

費用控除後の配当等収益額 116,653,923円 116,433,776円 120,437,218円 109,936,183円 123,541,664円 124,335,216円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 810,714,202円 802,273,650円 786,644,381円 777,150,037円 806,152,865円 795,043,274円 

分配準備積立金額 119,891,482円 169,121,934円 217,163,702円 269,668,257円 312,552,675円 364,310,698円 

当ファンドの分配対象収益額 1,047,259,607円 1,087,829,360円 1,124,245,301円 1,156,754,477円 1,242,247,204円 1,283,689,188円 

１万口当たり収益分配対象額 485円 510円 538円 562円 592円 623円 

１万口当たり分配金額 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

収益分配金金額 64,666,622円 63,899,883円 62,643,521円 61,744,211円 62,845,522円 61,733,362円 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第97期 第98期 第99期 第100期 第101期 第102期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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